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検  索検  索木材合板 で

表紙：建築中の東京ゆりかご幼稚園（八王子市みなみ野）。上棟を終えた屋根の小梁と大梁。小梁は㈱キーテック社製のＩ型ＬＶＬ、キーラムメガビーム（参照、本誌特集）

　平成24年10月から、木材・合板博物館では林業や木材産業に関わる企業
の人材育成支援として、企業を対象に「ウッドマスター（基礎）講習会」を
開催してきました。平成25年４月に開催された第２回には多くの若手社員の
皆さんをお迎えし、ご好評をいただきました。つきましては、平成26年４
月15日（火）～ 19日（土）の日程で、第３回ウッドマスター（基礎）講習
会を開催致します。
　基礎コースでは、新たに採用された新人の方々を主な対象に、森林・
林業・木材産業に関する川上から川下までの基礎知識を身につけてい
ただくための講義及び現場実習を５日間の日程で行います。講師を交
えた交流会を行うとともに、資格試験を実施して合格者にはウッドマス
ター（基礎）の認定証を授与することとしています。
　関連企業の皆様におかれましては本趣旨をご理解いただくと共に、
受講者の皆様におかれてはウッドマスター（基礎）の資格を取得され、今後も業界
の発展にご活躍いただけすよう切にお願い申し上げます。

平成26年4月15日（火）～19日（土）

休憩
（15分）

2時間目
（10:45～12:15）

昼休み
（1時間）

3時間目
（13:15～14:45）

休憩
（15分）

4時間目
（15:00～16:30）

解説など
（15分） その他

1日目
（ 月 日）
（火）

9：45～10：15
受付

10：15～10：35
事前説明

10：35～
10：45
主催者挨拶

（1）温暖化防止と
森林・林業・木材利用 昼休み （2）樹木と木材 休憩 （3）木質建材の基礎知識 解説など

交流会
（軽食等付）
（17:00～
19:00）

2日目
（ 月16日）
（水）

休憩 （5）木材流通の仕組み 昼休み （6）木材需給と貿易 休憩 （7）木材と放射線 解説など

3日目
（ 月17日）
（木）

昼休み

4日目
（ 月18日）
（金）

昼休み

5日目
（ 月 日）
（土）

休憩 樹種識別実習 昼休み 資格認定試験 事務連絡
など

（実習先および日程等は一部変更する場合があります）

（Ａ班）林地見学・実習（千葉県森林組合君津支所見学（予定）：千葉県君津市）
（Ｂ班）工場見学（キーテック合板、LVL工場：千葉県木更津市）

  ポラテック本社ビル見学（スケジュールがあえば建築中の物件）

1時間目
（9:00～10:30）

樹種識別実習

  工場見学（ポラテックプレカット工場などの見学）

（Ａ班）工場見学（キーテック合板、LVL工場：千葉県木更津市）
（Ｂ班）林地見学・実習（千葉県森林組合君津支所見学：千葉県君津市）

（4）これからの木造建築

ウッドマスター（基礎）講習会日程
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緑
の
丘
に
立
つ
園
舎

│
東
京
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園

11
月
22
日
朝
、空
気
が
し
ん
と
澄
ん
だ
関
東
地
方
の
空
。

Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
窓
か
ら
見
え
る
富
士
山
が
ぐ
ん
ぐ
ん
近
づ

い
て
き
ま
す
。
優
美
な
稜
線
が
く
っ
き
り
と
目
に
鮮
や
か

で
す
。
こ
の
日
、
八
王
子
み
な
み
野
に
建
設
中
の
「
東
京

ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
」
の
建
築
現
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
見
学

会
後
、
幼
稚
園
の
設
計
者
に
よ
る
記
者
発
表
会
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
築
に
は
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ

製
品
、「
キ
ー
ラ
ム
メ
ガ
ビ
ー
ム
」
が
構
造
部
材
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
へ
と
伸
び
る
長
尺
梁

│
メ
ガ
ビ
ー
ム
が
支
え
る
屋
根

眼
下
に
、八
王
子
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
み
な
み
野
シ
テ
ィ
）

の
真
新
し
い
住
宅
群
が
見
渡
せ
ま
す
。（
写
真
１
）
住
宅

地
か
ら
お
よ
そ
17
メ
ー
ト
ル
の
高
台
が
、
東
京
ゆ
り
か
ご

幼
稚
園
の
敷
地
で
す
。
広
さ
約
２
ha
。
周
囲
は
森
。
建
物

は
２
棟
で
す
。
丘
か
ら
の
眺
望
の
よ
い
北
側
に
教
室
棟
と

事
務
所
が
一
列
に
並
ぶ
１
棟
が
あ
り
、
南
の
山
側
に
遊
戯

室
、
延
長
保
育
室
を
合
わ
せ
た
１
棟
が
あ
り
、
こ
れ
が
ハ

の
字
型
に
互
い
に
向
き
合
う
配
置
で
す
。
片
流
れ
の
屋
根

か
ら
伸
び
た
長
い
庇
ひ
さ
しが

日
差
し
を
防
ぎ
、
回
廊
の
よ
う
に

配
置
さ
れ
た
外
廊
下
が
中
庭
を
半
周
す
る
開
放
的
な
空
間

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
中
か
ら
は
中
庭
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
、
中
庭
か
ら
は
教
室
の
中
が
互
い
に
見

え
る
よ
う
、
死
角
を
な
く
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
巧
み

な
配
置
で
す
。（
図
１
）

竣
工
予
定
は
12
月
。
上
棟
を
す
で
に
終
え
た
工
事
は
、

内
装
に
取
り
掛
か
り
始
め
て
い
ま
し
た
。（
写
真
２
）

教
室
棟
は
奥
行
き
長
さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
片
流
れ
の

屋
根
の
最
大
高
さ
６
８
５
０
ミ
リ
、
庇
部
分
が
低
く
な
っ

て
い
く
一
方
、
庇
は
３
・
５
メ
ー
ト
ル
張
り
出
す
大
き
な

屋
根
が
特
徴
で
す
。
梁
は
Ｉ
型
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ（
メ
ガ
ビ
ー
ム
）

が
２
・
５
メ
ー
ト
ル
ピ
ッ
チ
で
入
る
小
梁（
※
１
）で
、大
梁（
※

２
）
が
集
成
材
。
メ
ガ
ビ
ー
ム
は
幅
１
１
５
ミ
リ
×
梁
せ

い
３
５
６
ミ
リ
（
※
３
）
×
長
さ
12
・
６
メ
ー
ト
ル
（
最
大
）

を
２
棟
で
計
36
本
使
用
し
て
い
ま
す
。（
写
真
３
・
４
・
５
）

メ
ガ
ビ
ー
ム
の
原
料
は
国
産
カ
ラ
マ
ツ
、
製
品
強
度
は
国

産
材
の
中
で
最
高
１
４
０
Ｅ
│
１
級
で
す
。（
図
２
）

木
造
大
空
間
建
築
へ
の
道
を
拓
く
、

メ
ガ
ビ
ー
ム
と
の
出
会
い

「
東
京
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
」
は
、
意
匠
設
計
を
渡
辺
治

建
築
都
市
設
計
事
務
所
が
、
構
造
設
計
を
㈱
リ
ズ
ム
デ
ザ

イ
ン
=
モ
ヴ
一
級
建
築
士
事
務
所
（
中
田
琢
史
代
表
）
が

担
当
し
ま
し
た
。
以
下
は
お
二
人
に
よ
る
記
者
発
表
の
要

旨
。

記
者
発
表
会
︻
渡
辺
治
氏
︼

空
へ
と
伸
び
る
屋
根

設
計
に
つ
い
て
考
え
始
め
て
か
ら
５
年
以
上
を
費
や
し

て
き
ま
し
た
。
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
は
、
自
然
環
境
に
あ
ふ

れ
た
広
い
敷
地
で
『
里
山
教
育
』
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
見
合
う
よ
う
な
、
空
に
つ
な
が
る
大
き
な

屋
根
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
当
初
は
集
成
材
を

使
う
つ
も
り
で
し
た
が
、
Ｉ
型
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ
メ
ガ
ビ
ー
ム
に

出
会
い
ま
し
た
。
条
件
は
屋
根
の
ス
パ
ン
を
９
メ
ー
ト
ル

飛
ば
す
こ
と
で
し
た
が
、
最
大
13
メ
ー
ト
ル
の
長
尺
が
可

能
な
こ
と
が
採
用
に
至
っ
た
理
由
で
す
。
キ
ー
ラ
ム
メ
ガ

ビ
ー
ム
は
長
尺
だ
け
で
な
く
、
配
管
用
の
穴
開
け
が
出
来

Ｌ
Ｖ
Ｌ
と
い
う
木
質
部
材
を
ご
存
じ
で
す
か
？

多
く
の
読

者
の
皆
さ
ん
に
は
聞
き
な
れ
な
い
名
前
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
Ｌ

ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
Ｖ
ｅ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｌ
ｕ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
の
略

で
、
日
本
語
で
は
『
単
板
積
層
材
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
木

材
・
合
板
博
物
館
で
も
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
サ
ン
プ
ル
を
展
示
し
て
い
ま

す
。Ｌ

Ｖ
Ｌ
は
合
板
と
同
じ
く
、
丸
太
か
ら
か
つ
ら
剥
き
さ
れ
た

薄
い
単
板
を
貼
り
合
わ
せ
て
作
ら
れ
ま
す
。
単
板
の
貼
り
あ
わ

せ
方
に
は
、
単
板
の
繊
維
方
向
を
直
交
さ
せ
て
貼
り
合
わ
せ
る

直
交
層
、繊
維
方
向
を
平
行
に
貼
り
合
わ
せ
る
平
行
層
が
あ
り
、

直
交
層
を
一
層
お
き
に
積
層
・
接
着
さ
せ
た
も
の
が
合
板
、
一

方
、
平
行
層
の
比
率
が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
Ｌ
Ｖ
Ｌ
で
す
。
い

ず
れ
も
強
度
と
寸
法
安
定
性
に
優
れ
て
い
ま
す
が
、
合
板
は
面

材
と
し
て
、Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
軸
材
と
し
て
の
機
能
に
優
れ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
か
つ
て
第
二
次
大
戦
時
に
は
木
製
飛
行
機
の
部
材

に
使
わ
れ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
け
っ
し
て
新
し
い
部
材
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昭
和
40
年
代
か
ら
主
に
家
具
、
建
具
、
楽
器
な
ど

の
造
作
用
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
改
良
と
開
発
が
進
め
ら
れ
、
近
年
は
急
速
に
構
造
用
部
材
と

し
て
の
用
途
に
耳
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
22

年
施
行
と
な
っ
た
「
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
」
も
そ

の
追
い
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
特
集
は
、
日
々
進
化
し
続
け
る
構
造
用
木
質
部
材
の
Ｌ

Ｖ
Ｌ
に
注
目
し
、
そ
の
現
在
と
未
来
を
探
り
ま
す
。

※１、２　梁の端部に柱があるものを大梁（おおばり）、
柱に直接繋がっていないものを小梁（こばり）とよぶ。
※３　梁の上面から下面からまでの高さの寸法のこと

?その課題と展望
とは何か？LVL
特集

写真１　東京ゆりかご幼稚園のある高台からの眺望。みなみ野シティ
の住宅群が一望できる

日
々
、進
化
を
遂
げ
る
木
質
部
材

Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
現
在
と
展
望

│
見
え
始
め
て
き
た
木
造
建
築
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
│

写真３　ロングスパンの長尺梁「キーラムメガビーム」 写真２　施工中の教室棟。3.5mの張ね出しが100m
連続している

図１（提供：渡辺建築都市設計事務所）

とは何か？ その課題と展望LVL
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る
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
、
坪
単
価
を
大
幅
に
安
く

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

建
築
業
界
で
は
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
人

件
費
の
高
騰
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
は
工
期
が
見
通
せ

ず
、
鉄
骨
造
へ
の
シ
フ
ト
も
進
ん
で
い
る
が
そ
れ
も
パ
ン

ク
状
態
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
木
造
は
重
量
鉄
骨
の
よ
う
に

壁
に
柱
材
が
出
な
い
、
構
造
躯
体
が
直
接
内
装
の
下
地
に

な
る
と
い
っ
た
建
築
コ
ス
ト
面
上
で
も
有
利
な
点
が
多
い

こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。

記
者
発
表
会︻
中
田
琢
史
リ
ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
=
モ
ヴ
代
表
︼

木
造
建
築
の
未
来

日
本
で
は
、
中
世
の
木
造
大
建
築
を
の
ぞ
い
て
、
近
代

の
大
規
模
建
築
で
は
木
造
が
積
極
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
理
由
は
、
木
材
の
品
質
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り

構
造
計
算
に
の
ら
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
り
、
他
の
構
造

体
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
額
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ

た
。こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
開
発
さ
れ
て
き
た
が
、

同
じ
空
間
を
つ
く
る
の
に
何
倍
も
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
の

で
は
技
術
は
高
い
と
は
言
い
が
た
い
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

た
め
に
は
、
性
能
表
示
、
規
格
化
し
一
般
化
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
が
、
集
成
材
で
は
設
計
に
併
せ
て
そ
の
都
度
、
特

殊
な
断
面
の
構
造
材
を
特
注
し
て
き
た
の
で
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
集
成
材
も
６
メ
ー
ト
ル
以
内
な

ら
低
コ
ス
ト
で
調
達
で
き
る
が
、
ス
パ
ン
が
大
き
く
な
っ

た
と
き
は
メ
ガ
ビ
ー
ム
が
役
立
つ
と
思
っ
た
。
梁
材
は
断

面
に
曲
げ
が
か
か
る
ほ
ど
Ｉ
型
に
し
て
軽
量
化
す
る
の
が

合
理
的
。
鉄
骨
は
Ｉ
型
だ
が
、
集
成
材
は
ラ
ミ
ナ
を
縦
に

積
層
さ
せ
る
た
め
Ｉ
型
断
面
は
難
し
い
。
そ
の
点
、
Ｌ
Ｖ

Ｌ
は
単
板
を
積
層
さ
せ
る
た
め
Ｉ
型
部
材
と
す
る
こ
と
が

容
易
で
、
強
度
、
剛
性
も
申
し
分
な
く
、
し
か
も
軽
い
。

キ
ー
ラ
ム
メ
ガ
ビ
ー
ム
と
の
出
会
い
が
こ
の
物
件
で
は
大

き
か
っ
た
。（
図
３
）

安
価
で
剛
性
が
高
く
、
品
質
の
一
定
し
た
木
製
構
造
材

が
供
給
さ
れ
る
な
ら
、
こ
れ
ま
で
住
宅
し
か
つ
く
れ
な
か

っ
た
工
務
店
で
も
、
学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
中
規
模
、
大

規
模
な
建
築
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
本
社
で

東
京
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
の
屋
根
を
支
え
る
Ｌ
Ｖ
Ｌ
製
品

の
ブ
ラ
ン
ド
名
は
「
キ
ー
ラ
ム
メ
ガ
ビ
ー
ム
」、
供
給
メ

ー
カ
ー
は
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
で
す
。
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
の
井
上

国
雄
開
発
部
長
と
開
発
部
開
発
課
の
成
田
敏
基
課
長
代
理

の
お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
井
上
氏
は
一
般
社
団

法
人
全
国
Ｌ
Ｖ
Ｌ
協
会
（
※
４
）
の
事
務
局
長
も
つ
と
め
て

い
ま
す
。

─
構
造
部
材
と
し
て
キ
ー
ラ
ム
メ
ガ
ビ
ー
ム
が
採
用
さ
れ
た
の
は
？

構
造
設
計
の
方
か
ら
木
造
で
ス
パ
ン
を
飛
ば
せ
る
部
材

は
な
い
か
？
と
い
う
お
問
合
せ
を
い
た
だ
い
た
の
が
最
初

で
し
た
。
意
匠
設
計
の
渡
辺
さ
ん
も
ア
メ
リ
カ
留
学
の
経

験
が
あ
り
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ド
ウ
ッ

ド
を
熟
知
さ
れ
て
い
る
方
で
、
今
回
も
木
造
か
軽
量
鉄
骨

に
す
る
か
を
お
考
え
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
コ
ス
ト
的

な
面
か
ら
も
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
全
体
的
に
木
造
で
構

成
す
る
方
が
コ
ス
ト
も
安
く
な
り
合
理
性
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
９
メ
ー
タ
ー
の
ス
パ
ン
を
少
な
い
部

材
で
、
し
か
も
断
面
効
率
の
い
い
部
材
で
、
と
い
う
オ
ー

ダ
ー
に
な
り
ま
し
た
。（
成
田
課
長
代
理
）

工
期
短
縮
と
い
う
コ
ス
ト
上
の
最
大
メ

リ
ッ
ト

Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
特
長
か
ら
言
う
と
、
工
期
が
断
然
短
く
て
す

む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に
木
造
部
材
の

場
合
は
乾
燥
の
期
間
を
必
要
と
し
ま
す
。
乾
燥
に
少
な
く

と
も
１
～
２
カ
月
を
要
し
、
そ
の
後
に
プ
レ
カ
ッ
ト
加

工
、
と
い
う
手
順
で
は
と
う
て
い
工
期
と
し
て
間
に
合
わ

な
い
。
今
回
の
工
期
は
約
半
年
と
工
期
は
短
い
。
そ
れ
が

可
能
な
の
が
Ｌ
Ｖ
Ｌ
で
す
。

Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
材
料
に
Ｂ
材
丸
太
を
使
い
ま
す
が
、
短
期
間

で
強
度
を
必
要
と
す
る
建
物
に
部
材
と
し
て
供
給
で
き
る

の
が
二
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
Ｂ
材
丸
太
と
は
い
わ
ゆ

る
二
番
玉
と
呼
ば
れ
る
、
１
本
の
木
か
ら
柱
を
と
る
こ
と

が
で
き
な
い
小
径
木
、
曲
が
り
材
で
す
。
そ
れ
を
使
い
こ

な
し
て
短
期
間
に
強
度
を
必
要
と
す
る
部
材
に
加
工
で
き

る
、
と
い
う
点
が
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
特
長
と
言
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。

記
者
発
表
の
と
き
渡
辺
治
先
生
が
、
入
札
公
募
の
際
ど

こ
か
ら
も
手
が
挙
が
ら
な
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

の
は
、
あ
の
工
期
で
は
ど
こ
も
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
事

情
か
ら
で
す
。
発
注
が
あ
っ
て
か
ら
部
材
供
給
ま
で
半
年

か
か
り
ま
す
よ
、
と
い
う
の
で
は
は
っ
き
り
間
に
合
わ
な

い
。
先
生
は
キ
ー
ラ
ム
メ
ガ
ビ
ー
ム
を
知
っ
て
い
た
お
か

※一般社団法人全国LVL協会　HPより※４　一般社団法人 全国ＬＶＬ協会／会員 14 社、賛助会員 17 社（平成 26 年 1 月現在）
　　　事務局所在地／〒 136-0082 東京都江東区新木場 1-7-22 新木場タワー８階
　　　TEL 03-6743-0087（代） FAX 03-5534-3959　http://www.lvl.ne.jp/index.html

・断面に「曲げ」がかかる部材（梁材）はスパンが大きくなるほど、I 型として軽量化することが合理的である。
・特に鉄骨の場合、矩形にすると自重が重くなり移動できなくなるので、現実的でなく、I 型は必然であった。
・鉄筋コンクリートの場合、現場打ちでは型枠が複雑になるが、重くても作れるため矩形断面が一般的になった。
・工場制作のプレキャストコンクリートの場合、精度の高い鋼製型枠を使用して I 型や T型断面をつくることができる。
（土木構造物等でスパンが大きくなると合理性が発揮される）
・集成材はラミナを縦に積層させるため I 型断面をつくることが困難。
・LVL はラミナを横に積層させるため I 型断面をつくることが容易である。強度、剛性とも高く軽量化をはかれる。

●図３　構造材としてのキーラムメガビームの特徴

写真４　搬入中のメガビーム

写真５　上棟を終えたばかりの小梁、大梁

渡辺治建築都市設計事務所＋リズムデザインによる「東京ゆりかご幼稚園」の記者発表資料より

とは何か？ その課題と展望LVL

●図２　LVL（構造用）商品
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見
直
し
に
あ
た
っ
て
、
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
（
農
林
水
産
省
消
費

安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
）
で
最
初
に
聞
か
れ
た
の
が
、
単
板

積
層
材
と
合
板
の
違
い
は
ど
の
点
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
今
回
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
改
正
で
は
、
直
交
す
る
単
板

比
率
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
現
行
の
20
％
か
ら
30
％
に
引

き
上
げ
、
現
行
（
20
％
）
の
構
造
用
単
板
積
層
材
を
「
Ａ

種
構
造
用
単
板
積
層
材
」、
直
交
す
る
単
板
を
製
品
の
内

側
に
使
用
す
る
も
の
を
「
Ｂ
種
構
造
用
単
板
積
層
材
」
と

規
定
さ
れ
ま
し
た
。（
図
５
）
こ
れ
に
よ
っ
て
、
単
板
積

層
材
が
軸
材
と
し
て
だ
け
で
な
く
面
材
と
し
て
も
カ
バ
ー

で
き
る
ジ
ャ
ン
ル
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
井

上
開
発
部
長
）

Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
も
う
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
建
築
基
準
法
の

関
係
告
示
に
よ
っ
て
建
築
部
材
と
し
て
用
途
に
応
じ
た
許

容
応
力
度
等
の
性
能
数
値
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
、
小
規
模

か
ら
中
・
大
規
模
建
築
に
至
る
ま
で
の
構
造
計
算
が
可
能

な
こ
と
で
す
。合
板
は
柱
梁
材
と
し
て
は
使
え
ま
せ
ん
が
、

Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
住
宅
用
の
１
０
５
角
か
ら
体
育
館
を
支
え
る
大

き
な
部
材
ま
で
を
カ
バ
ー
し
、
面
材
と
し
て
も
厚
板
合
板

の
28
ミ
リ
よ
り
上
の
30
ミ
リ
か
ら
40
、
50
ミ
リ
、
メ
ー
カ

ー
に
よ
っ
て
は
90
ミ
リ
ま
で
あ
り
ま
す
。Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
現
在
、

最
も
多
用
途
性
に
優
れ
た
部
材
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
強
度

の
規
格
を
測
る
シ
ス
テ
ム
等
が
整
備
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
る
生
産
工
場
の

製
品
が
ま
だ
少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
、
こ
れ
は
製
材

業
界
全
体
の
課
題
と
い
え
る
か
と
思
い
ま
す
。（
成
田
課

長
代
理
）

高
ま
る
需
要
に
向
け
た
今
後
の
課
題

天
然
カ
ラ
マ
ツ
材
の
産
地
と
し
て
地
産
地
消
型
で
公
共

施
設
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
長

野
県
川
上
村
に
一
日
の
長
が
あ
る
（「
木
と
合
板
」
前
号

木
の
最
前
線
）
と
言
え
ま
す
が
、
そ
の
お
隣
の
南
相
木
村

で
同
じ
く
天
然
カ
ラ
マ
ツ
を
使
っ
た
高
齢
者
支
援
施
設

を
、
現
在
建
設
中
で
す
。
こ
の
施
設
の
材
料
は
、
昨
年
８

月
に
村
有
林
か
ら
カ
ラ
マ
ツ
を
伐
採
調
達
し
て
、
９
月
に

キ
ー
テ
ッ
ク
木
更
津
工
場
に
搬
入
し
、
製
品
加
工
し
ま
し

た
。
そ
し
て
今
現
在
、
建
設
は
こ
こ
ま
で
（
写
真
６
・
７
）

き
て
い
ま
す
。
竣
工
は
３
月
予
定
で
、
開
業
は
４
月
か
ら

で
す
。
縦
の
柱
は
集
成
材
で
、
横
の
部
材
は
メ
ガ
ビ
ー
ム

を
使
用
し
ま
す
。
こ
の
木
材
は
全
て
南
相
木
村
の
地
産
地

消
で
す
。
最
初
、
検
討
プ
ラ
ン
が
あ
っ
て
村
が
承
認
し
た

の
が
7
月
。
工
期
は
約
８
ヶ
月
。
村
有
林
と
し
て
材
料
を

持
っ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
が
出

来
る
の
は
Ｌ
Ｖ
Ｌ
な
ら
で
は
で
す
。例
え
ば
同
じ
こ
と
を
、

東
京
多
摩
産
材
で
も
や
ろ
う
と
い
え
ば
可
能
で
す
。

今
年
の
住
宅
着
工
数
は
約
90
～
95
万
戸
レ
ベ
ル
。
一
時

の
１
２
０
万
ベ
ー
ス
を
ピ
ー
ク
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

80
万
に
ダ
ウ
ン
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
木
材
需

要
は
新
築
着
工
数
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
け
れ
ど

も
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
、
世
帯
数
の
減
少
な
ど
を
考
え

れ
ば
、
絶
対
数
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
。
木
材
業
界
と

し
て
は
住
宅
以
外
の
分
野
を
い
か
に
木
造
化
で
き
る
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
が
課
題
で
す
。
今
、
厚
労
省
の
補
助
事
業

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
が
着
目
さ
れ
て
い
て
、

業
界
紙
は
こ
の
需
要
が
今
後
ひ
じ
ょ
う
に
高
ま
る
だ
ろ
う

と
予
想
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
施
設
は
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー

化
は
も
ち
ろ
ん
、
死
角
の
な
い
よ
う
な
設
計
と
か
、
た
と

え
転
ん
で
も
大
丈
夫
な
よ
う

な
床
材
を
使
う
と
か
の
さ
ま

ざ
ま
条
件
が
あ
り
、
こ
れ
に

最
も
適
合
す
る
の
は
木
造
化

で
す
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
満

た
し
、
複
層
階
の
建
物
を
Ｌ

Ｖ
Ｌ
を
含
め
て
提
案
で
き
な

い
か
と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
議
論
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
接
合
部
材
の
開

発
と
か
、
防
火
対
策
基
準
の

ク
リ
ア
と
か
、
ま
だ
課
題
は

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
単
に
紙

に
書
い
て
提
出
す
れ
ば
い
い

と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
実
験
を
重
ね
て
そ
の
デ
ー
タ
を

積
み
上
げ
、そ
れ
で
判
断
を
し
て
い
た
だ
く
。
と
な
れ
ば
、

や
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。（
井
上
開
発
部
長
）

鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
肩
を
並
べ
る
構
造
部
材
へ

─
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
開
発
担
当
者
と
し
て
、
め
ざ
す
も
の
は
？

建
築
構
造
部
材
の
一
つ
と
し
て
、
鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
肩
を
並
べ
る
部
材
と
し
て
木
材
が
使
え
る
よ
う
に
し
た

い
。
鉄
骨
建
築
に
も
例
え
ば
床
材
と
し
て
Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
使
え

る
し
、
Ｒ
Ｃ
造
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
い
く
ら
も

部
材
と
し
て
使
用
可
能
で
す
。
住
宅
に
も
大
き
な
施
設
に

も
、
木
材
は
軽
く
、
環
境
対
応
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
面

を
活
か
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
木
材
需
要
の

量
も
増
え
、
木
（
材
）
の
生
産
・
加
工
・
使
用
・
再
生
産

の
循
環
サ
イ
ク
ル
に
も
貢
献
で
き
ま
す
。
し
か
し
現
状
は

積
算
資
料
ひ
と
つ
と
っ
て
も
ま
だ
不
充
分
で
、
シ
ス
テ
ム

自
体
が
ま
だ
そ
う
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

─ LVLとは─
▶寸法安定性、精度が極めて高い製品です

ロータリーレースで切削することで、流れ節や低質材部を除去することができ、単板乾燥によっ
て含水率の分布を均等化させ、さらに積層接着によって節など欠点部分の分散が行われるため、
寸法安定性、精度が極めて高い製品です。

▶長尺通直材が得られます
小径木や曲がり材、間伐材など短い丸太からでも、単板を縦つぎにして連続することにより、長
尺の製品が得られます。また、縦つぎ部の位置を層間毎に分散させることによって、製品強度を
十分保証することができます。

▶軽量で品室の安定した製品が得られます
積層接着のため節などの欠点の分散度合いが高いので、材質のバラツキが少なく、また単板乾
燥による含水率分布の均等化が容易であり、機械的性質にバラツキが少なく安定した品質の製
品が得られる真の工業製品です。

▶製品が十分に乾燥されています
製品は平衡含水率以下に乾燥されていますので、収縮による割れ裂けなどが生じません。

▶用途に応じてどのような寸法でも製造可能です
単板積層数を増減することによって用途に応じたどのような厚さの製品でも製造可能です。また、
幅、長さについては再割りすることができます。

▶防腐、防蟻、防虫などの薬剤処理が容易です
防腐、防蟻、防虫処理などの薬剤処理を、単板または接着層に施すことにより、容易に行えます。

※（社）全国ＬＶＬ協会ＨＰより
●図４　LVL製造方法

2013.12.9 全国LVL協会理事会

現行JAS構造用単版積層材

ަは࠷֎ Β͔̎ 目にೖΕる
ަのްΈൺはશମの���ະຬ

ަは࠷֎ Β͔３目にೖΕる
ަのްΈൺはશମの30%未満

改正JAS構造用単版積層材

A種

追加

B種
平行層
直交層

●図５　JAS改正により直交単版を用いた単版積層材の範囲を拡大

写真６　（右）井上国雄開発部長（左）成田敏基開発課課長代理

写真７　建築中の南相木村高齢者支援施設。３月竣工予定

とは何か？ その課題と展望LVL

げ
で
、
私
ど
も
に
問
合
せ
が
あ
り
、
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
の
が
キ
ー
ラ
ム
メ
ガ
ビ
ー
ム
採
用
に
至

る
経
緯
で
す
。

幸
運
な
出
会
い
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も

に
と
っ
て
は
、
設
計
・
施
工
側
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
対
し

て
、い
か
に
迅
速
で
的
確
な
対
応
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。（
井
上
開

発
部
長
）

拡
が
る
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
多
用
途
性

─
Ｌ
Ｖ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
建
築
業
界
の
皆
さ
ん
は
ど
の
く
ら
い
知
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

Ｌ
Ｖ
Ｌ
に
つ
い
て
一
般
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
キ
ー
テ
ッ
ク
木
更
津
工
場
に
見
学
に

来
ら
れ
る
方
々
に
は
、
合
板
と
単
板
積
層
材
の
違
い
か
ら

説
明
し
て
い
ま
す
。
合
板
は
単
板
の
貼
り
合
わ
せ
方
の
繊

維
方
向
を
直
交
に
し
た
も
の
で
す
。
簡
単
に
い
う
と
、
繊

維
方
向
を
同
じ
方
向
で
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
が
単
板
積
層

材
で
す
。
基
本
的
に
合
板
は
面
材
に
、
単
板
積
層
材
は
軸

材
に
向
い
て
い
ま
す
。（
図
４
）

最
近
は
、
面
材
と
し
て
も
使
用
可
能
な
よ
う
に
、
寸
法

安
定
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
直
交
す
る
単
板
比
率
を
増
や

し
た
部
材
も
開
発
し
、
全
国
Ｌ
Ｖ
Ｌ
協
会
と
し
て
意
見
要

望
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
う
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
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「
び
ー
む
か
る
君
」

調
理
を
す
る
人
が
、
材
料
に
何
を
使
う
か
思
案
す
る
よ

う
に
、
卵
か
肉
か
野
菜
か
、
野
菜
な
ら
白
菜
か
キ
ャ
ベ
ツ

か
。
そ
ん
な
自
在
な
シ
ス
テ
ム
を
創
っ
て
い
き
た
い
、
と

い
う
の
が
私
の
目
下
の
夢
で
す
。

木
造
建
築
物
の
設
計
時
に
梁
の
必
要
断
面
寸
法
を
決
定

す
る
簡
易
計
算
ソ
フ
ト
を
つ
く
り
ま
し
た
。
検
討
図
面
上

で
最
大
ス
パ
ン
を
飛
ば
す
た
め
に
必
要
な
梁
の
断
面
寸
法

を
決
め
る
に
は
、
梁
材
料
の
た
わ
み
・
曲
げ
強
度
・
せ
ん

断
強
度
の
検
討
が
必
要
で
す
が
、
ス
マ
ホ
上
で
必
要
な
数

値
を
入
力
す
る
だ
け
で
複
雑
な
計
算
を
処
理
し
て
く
れ
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
名
前
は
「
び
ー
む
か
る
君
」。

（「
び
ー
む
か
る
君
」）
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。（
写
真
８
）
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
先
で
、
そ
の
場
で
建
物
の
条
件
に
応
じ
た
断

面
寸
法
が
提
案
で
き
れ
ば
、
迅
速
な
見
積
概
算
が
可
能
に

な
り
ま
す
。「
び
ー
む
か
る
君
」
が
、調
理
を
す
る
人
（
設

計
す
る
人
・
営
業
す
る
人
）
が
誰
で
も
使
え
る
献
立
・
レ

シ
ピ
表
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
加
え
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
（
笑
）。（
成
田
課
長
代
理
）

─
◆
─

年
が
明
け
て
１
月
30
日
、
㈱
キ
ー
テ
ッ
ク
と
三
井
住
商

建
材
㈱
木
構
造
建
築
部
の
共
催
に
よ
る
、
キ
ー
テ
ッ
ク
木

更
津
新
工
場
新
築
工
事
の
現
場
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
工
場
は
、
木
質
二
方
向
ラ
ー
メ
ン
構
造
「
サ
ミ
ッ

ト
Ｈ
Ｒ
工
法
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
Ｈ
Ｒ
工

法
は
、
木
造
で
あ
り
な
が
ら
筋
交
い
・
耐
力
壁
が
不
要

で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
近
い
柱
割
り
が
出
来
、
耐

震
性
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
等
と
い
う
特
長
が
あ
り

ま
す
。
間
口
30
メ
ー
ト
ル
、
桁
行
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
大

ス
パ
ン
の
大
規
模
木
造
建
築
は
、
建
築
基
準
法
が
木
造
建

築
に
定
め
る
最
大
面
積
を
マ
ッ
ク
ス
ま
で
追
求
し
た
設
計

で
す
。
工
場
で
あ
り
な
が
ら
接
合
金
具
が
露
出
し
な
い
造

り
と
な
っ
て
い
て
、
木
質
部
分
に
は
塗
装
を
施
さ
ず
木
質

表
面
の
味
わ
い
を
残
す
設
計
で
す
。（
写
真
９
・
10
・
11
）

こ
の
日
の
見
学
会
は
、
募
集
定
員
１
０
０
名
に
対
し

１
４
０
名
が
応
募
す
る
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
日
々
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、

進
化
を
遂
げ
た
Ｌ
Ｖ
Ｌ
が
大
規
模
木
造
建
築
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
と
き
は
近
い
と
予
感
す
る
日
で
し

た
。

写真11　定員を超える応募となった木更津新工場見
学会の研修風景写真10　建築中の新工場。間口30ｍ、桁行100ｍの木造最大面積。木造独特の温もりも

写真９　木更津新工場の設
計を担当した三井住商建材
構造建築部の吉田恭子さん

とは何か？ その課題と展望LVL

写真８　（「びーむかる君」）㈱キーテックＨＰより

応
接
室
に
伺
う
と
、
瀧
口
社
長
が
テ
レ
ビ
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
な
が
ら「
テ
レ
ビ
朝
日
の『
若

大
将
の
ゆ
う
ゆ
う
散
歩
』
で
、
い
ま
、
新
木
場

を
や
っ
て
ま
す
よ
」
と
番
組
を
見
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
。
画
面
に
は
貯
木
場
に
浮
か
ん
だ
丸

太
が
映
っ
て
い
ま
す
。「
い
ま
、
こ
ん
な
丸
太

を
持
っ
て
る
の
は
鴨
川
さ
ん
（
㈱
鴨
川
商
店
）

ぐ
ら
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
」
瀧
口
社
長
は
感

慨
深
げ
で
す
。

木
材
屋
、
浜
問
屋
、
建
材
屋
の
三
足
わ
ら
じ

─
創
業
66
年
と
伺
い
ま
し
た
。

う
ん
、
先
代
（
瀧
口
弥
三
郎
氏
）
は
静
岡
県

の
生
ま
れ
で
ね
。
高
等
小
学
校
を
出
て
す
ぐ
、

こ
の
世
界
に
入
っ
て
７
年
間
修
業
し
て
一
人
前

に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
応
召
し
て
、
終
戦
で
復
員

し
て
深
川
の
和
倉
木
材
さ
ん
の
世
話
に
な
っ

て
、
そ
の
す
ぐ
後
の
昭
和
22
年
に
独
立
（
瀧
口

商
店
）
し
て
、
25
年
に
瀧
口
木
材
㈱
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
昭
和
24
年
生
ま
れ
だ
か
ら
、
聞
い

て
知
っ
て
る
だ
け
（
笑
）。

株
式
会
社
に
改
組
後
３
年
目
の
昭
和
28
年
に

東
京
木
材
市
場
の
浜
問
屋
に
加
盟
し
ま
し
た
。

昭
和
33
年
に
深
川
新
建
材
セ
ン
タ
ー
、
６
年
後

に
上
尾
新
建
材
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
、
そ
の

後
、
越
ヶ
谷
、
浜
松
、
長
野
、
千
葉
に
新
建
材

セ
ン
タ
ー
と
営
業
所
を
出
店
し
て
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

─
関
東
一
円
に
ま
で
得
意
先
を
拡
大
で
き
た
の
は
？

も
ち
ろ
ん
戦
後
の
復
興
需
要
の
お
か
げ
で
す

け
ど
、
瀧
口
木
材
が
今
あ
る
の
は
東
京
木
材
市

場
に
問
屋
と
し
て
入
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ

の
頃
の
市
場
流
通
の
あ
り
方
が
当
時
の
需
要
に

マ
ッ
チ
し
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
浜
問
屋

に
な
っ
て
荷
主（
仕
入
先
）は
全
国
に
拡
り
、
最

大
の
売
り
先
で
あ
る
東
京
を
基
盤
に
関
東
一
円

を
射
程
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ウ
チ
が
あ
る

の
は
市
場
の
お
か
げ
、
と
い
う
か
市
場
と
共
に

歩
ん
で
き
た
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
ね
。
昭
和

33
年
に
オ
ヤ
ジ
は
問
屋
組
合
（
東
京
木
材
市
場

問
屋
協
同
組
合
）
の
理
事
長
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
秋
田
の
大
高
銘
木
会
社
さ
ん
が
秋

田
ス
ギ
の
無
垢
天
井
板
を
作
っ
て
売
っ
て
い
た

ん
で
す
が
、
そ
の
う
ち
こ
れ
に
突
き
板
ス
ラ
イ

サ
ー
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
も
っ
と
貼

り
易
い
よ
う
目
透
か
し
加
工（
※
２
）を
施
し
た

も
の
を
「
目
透
か
し
天
井
板
」
と
し
て
売
る
よ

う
に
な
っ
た
。
加
工
性
、
無
垢
の
よ
う
な
杢
目

感
、
施
工
性
の
良
さ
が
、
当
時
の
住
宅
建
材
需

要
に
応
え
る
も
の
で
し
た
。
ウ
チ
は
大
高
銘
木

さ
ん
の
目
透
か
し
天
井
板
の
東
日
本
総
発
売
元

と
な
っ
て
、こ
れ
を
売
り
ま
し
た
。こ
れ
が
よ
く

売
れ
た
ん
で
す（
笑
）。
こ
の
商
品
の
力
が
、
関

東
か
ら
首
都
圏
一
円
に
ま
で
手
を
延
ば
せ
た
原

動
力
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
契
機
で
、
突
き

瀧口一郎氏
瀧口木材株式会社
代表取締役社長

　「木のまち　新木場」とその周辺エ
リアで気になる会社、企業、人物、ス
ポットを紹介する新木場漫歩のコー
ナー。今回は新木場駅を降りて右へ明
治通りを渡って徒歩１分、新木場１丁
目に瀧口木材株式会社さんをお訪ねし
ました。３階建ての白いビルです。同
社は創業66年、木材・建材を扱う老
舗の大手浜問屋（※１）です。現在の
代表取締役社長は二代目、瀧口一郎
氏です。

木
材
市
場
と
共
に
歩
ん
だ
浜
問
屋
の
半
世
紀

信
用
で
培
っ
た
、関
東
─
首
都
圏
一
円
に
拡
が
る
販
売
網

新木場１丁目の瀧口木材㈱の本社屋

※１【浜問屋】　市売は木材市場が委託され
た材を一定の時、所でセリによって販売するこ
と。売り手のことを浜問屋と呼ぶ。

※２【目透かし天井】　天井構法のひとつ。天
井の板材をぴったり継ぎ合わさず、板と板との
間に少し隙間を開けて張る。板材は湿度の変
化に応じて伸縮するため、これを解消する特長
をもつ。

飾らないお話ぶりの瀧口社長です
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は
取
引
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
？

欧
米
に

は
、
家
ご
と
リ
サ
イ
ク
ル
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

売
る
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
日
本
の
住
宅

文
化
を
貧
困
な
も
の
に
し
た
責
任
は
林
野
庁
と

建
設
省
（
国
土
交
通
省
）
に
あ
る
。
家
は
本
来
、

も
っ
と
高
く
丁
寧
に
つ
く
っ
て
売
り
、
次
の
人

も
使
え
る
よ
う
に
つ
く
る
べ
き
も
の
で
す
。

伊
勢
の
式
年
遷
宮
は
、
木
造
建
築
技
術
の
結

晶
を
継
承
す
る
こ
と
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
は
大
工
さ
ん
の
腕
も

落
ち
て
い
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
大

工
さ
ん
の
手
を
助
け
る
補
完
と
し
て
あ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
が
、
今
は
７
割
以
上
が

プ
レ
カ
ッ
ト
材
。
こ
れ
で
は
大
工
さ
ん
の
腕
が

育
た
な
い
。
私
た
ち
材
木
屋
の
仕
事
の
最
後
を

つ
と
め
る
の
が
大
工
さ
ん
の
仕
事
。
日
本
の
住

宅
産
業
を
衰
退
さ
せ
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
ね
。

日
本
の
林
野
行
政
は
、
ま
だ
国
内
の
こ
と
に

し
か
目
を
向
け
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
今

に
な
っ
て
、
２
割
の
自
給
率
を
も
っ
と
あ
げ
よ

う
と
か
、
国
産
材
は
い
い
も
の
だ
と
か
言
っ
て

ま
す
が
、「
木
」
の
良
さ
は
、
米
材
だ
ろ
う
が

ロ
シ
ア
材
だ
ろ
う
が
、
本
来
い
い
も
の
は
い
い

ん
で
、
こ
れ
を
資
源
と
し
て
も
っ
と
使
っ
て
い

こ
う
と
い
う
Ｐ
Ｒ
こ
そ
が
も
っ
と
必
要
な
ん
で

す
。「
木
」
が
燃
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
材

木
屋
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
カ

ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
火
災
に
な
っ
た
倉
庫
が

木
造
だ
っ
た
ら
消
防
車
は
中
ま
で
入
っ
て
行
く

が
、
鉄
骨
造
な
ら
入
っ
て
い
か
な
い
。
崩
れ
る

こ
と
を
知
っ
て
る
か
ら
で
す
。
そ
の
ぐ
ら
い
木

造
と
い
う
の
は
堅
牢
な
ん
で
す
よ
と
、
そ
れ
を

周
知
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
指
導
行
政
の
仕
事
で

し
ょ
う
。

牡
蠣
業
者
さ
ん
や
漁
師
さ
ん
に
植
林
し
て
も

ら
っ
て
、
そ
れ
を
伐
っ
て
売
ろ
う
だ
な
ん
て
、

材
木
屋
の
か
た
わ
れ
と
し
て
お
こ
が
ま
し
い
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
魚
屋
さ
ん
の
方
が
よ
っ

ぽ
ど
偉
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
ん
な
話
を
岡
野

さ
ん
（
木
材
・
合
板
博
物
館
館
長
）
と
ビ
ー
ル

飲
み
な
が
ら
や
っ
た
ら
、
も
っ
と
長
く
な
っ
ち

ゃ
う
け
ど
、
今
日
は
こ
の
辺
で
（
笑
）。

瀧口木材株式会社　
〒136-0082　東京都江東区新木場1-2-17
TEL03-3521-4311 ／ FAX03-3521-4055
代表取締役社長　瀧口一郎氏
URL：http://takiguchimokuzai.main.jp/

板
か
ら
ラ
ミ
ネ
ー
ト
、
木
目
印
刷
の
天
井
板
ま

で
、
木
材
だ
け
で
な
く
建
材
ま
で
扱
う
よ
う
に

な
っ
て
、
市
場
で
の
ウ
ェ
イ
ト
も
３
割
ぐ
ら
い

を
製
材
も
の
が
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

材
木
屋
が
い
つ
の
間
に
か
建
材
屋
に
な
り
、

建
材
屋
が
材
木
屋
も
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
の
は
そ
の
頃
か
ら
で
、「
新
建
材
」
と
い

う
名
前
は
先
代
の
命
名
で
す
。
材
木
と
は
丸
い

も
の
を
四
角
に
し
た
も
の
と
思
え
ば
い
い
。
建

材
と
は
ベ
ニ
ヤ
板
を
基
材
と
し
た
加
工
品
で
、

木
材
の
上
に
単
板
を
貼
っ
た
も
の
も
、
塩
ビ
を

貼
っ
た
も
の
も
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
も
の
も
建

材
で
す
。

先
代

瀧
口
弥
三
郎
が
育
て
た
信
用

そ
の
う
ち
木
材
需
要
が
、
内
地
材
か
ら
外
地

材
に
シ
フ
ト
し
始
め
、
ラ
ワ
ン
、
ベ
イ
ツ
ガ
、

ソ
連
材
、
南
洋
材
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
頃
、
外
地
材
の
荷

揚
げ
港
だ
っ
た
清
水
港
の
組
合
（
清
水
港
木
材

産
業
協
同
組
合
）
と
東
京
の
荷
受
け
問
屋
が
組

ん
で
、「
富
士
清
会
」
と
い
う
荷
受
け
販
売
組

織
が
出
来
ま
し
た
。
当
時
、
ベ
イ
ツ
ガ
は
住
宅

の
根
材
（
土
台
）
と
し
て
大
き
な
需
要
が
あ

り
、「
富
士
清
会
」
の
「
富
士
土
台
」
と
い
う

商
品
名
を
冠
し
た
ベ
イ
ツ
ガ
材
は
国
内
需
要
を

満
た
す
有
力
商
品
と
し
て
大
量
に
販
売
さ
れ
ま

し
た
。外
地
材
の
輸
入
と
販
売
に
先
鞭
を
つ
け
、

当
時
の
日
本
の
外
地
材
の
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
た
の
は
、ま
ぎ
れ
も
な
く
「
富
士
清
会
」

で
す
。

清
水
と
東
京
を
結
ん
だ
縁
は
、
先
代
の
伯
父

に
あ
た
る
人
と
、
清
水
の
組
合
の
理
事
長
の
父

君
と
が
浜
松
商
業
高
校
の
同
級
生
だ
っ
た
こ
と

に
因
る
と
、
先
代
が
清
水
港
木
材
産
業
協
同
組

合
刊
行
の「
木
産
五
十
年
史
」に
思
い
出
を
書
い

て
い
ま
す
。
市
場
が
も
た
ら
す
仕
入
・
販
売
先

と
の
機
縁
、
秋
田
の
大
高
銘
木
会
社
、
清
水
の

木
産
組
合
と
い
う
ベ
イ
ツ
ガ
の
リ
ー
ダ
ー
と
タ

ッ
グ
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、
瀧
口
木

材
を
こ
こ
ま
で
伸
ば
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
縁
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く

て
、
先
代
が
人
と
の
縁
を
何
よ
り
大
切
に
し
、

そ
れ
を
事
業
に
結
び
つ
け
る
舵
取
り
が
出
来
た

か
ら
で
、
そ
の
信
用
を
大
事
な
資
産
と
し
て
次

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
二
代
目
の
私
の
役
割
で

す
。海

を
育
て
る
山
、
山
を
育
て
る
人

　
　

そ
の
頃
、
ベ
イ
ツ
ガ
材
が
住
宅
の
根
材
と
し

て
内
地
材
を
押
し
の
け
る
よ
う
に
な
り
、
国
産

自
給
率
は
も
う
５
割
を
切
り
始
め
て
い
た
。
目

を
も
っ
と
遠
く
に
向
け
れ
ば
、
国
産
木
材
市
場

が
今
の
よ
う
な
窮
状
を
迎
え
る
兆
し
は
、
も
う

す
で
に
見
え
て
い
た
ん
で
す
。
戦
争
需
要
を
別

と
す
れ
ば
、
日
本
の
林
野
行
政
は
戦
前
戦
後
を

通
じ
て
国
内
の
木
材
産
業
を
成
長
さ
せ
て
い
こ

う
と
い
う
姿
勢
に
欠
け
て
い
た
ん
だ
と
思
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
出
し

惜
し
み
し
な
が
ら
大
事
に
使
い
た
い
、
日
本
の

山
の
木
を
伐
る
ぐ
ら
い
な
ら
よ
そ
（
外
国
）
か

ら
買
っ
て
こ
い
、
と
い
う
発
想
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
関
税
も
か
け
ず
に
輸
入
し
て
外
国
の

山
を
裸
に
し
て
も
、
国
内
資
源
を
守
る
と
い
う

貧
困
な
思
考
に
陥
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
昔
は
電
信
柱
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
に
す
る

の
に
も
林
野
庁
の
予
算
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ

れ
ま
で
の
林
野
行
政
を
正
し
か
っ
た
と
考
え
て

い
る
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

一
般
に
山
に
緑
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
水
が
保

た
れ
る
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
け
ど
、
私
は

そ
う
は
思
わ
な
い
。
ス
ギ
の
根
が
見
え
て
い
る

よ
う
な
山
で
は
水
は
吸
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
下
草

も
入
れ
て
ひ
と
つ
の
山
な
の
で
あ
っ
て
、
電
信

柱
が
立
っ
て
い
る
よ
う
な
木
立
の
山
で
は
水
は

流
れ
て
し
ま
う
。
海
の
漁
師
は
山
を
見
る
と
い

う
が
、
牡
蠣
漁
師
が
山
に
植
林
す
る
と
い
う
話

は
至
極
も
っ
と
も
な
こ
と
で
す
。
余
談
に
な
る

け
ど
、
秋
田
の
大
高
銘
木
さ
ん
は
、
一
本
の
木

を
大
き
く
す
る
に
は
間
伐
を
し
な
い
と
い
け
な

い
ん
で
、
間
伐
材
は
役
に
立
た
な
い
が
そ
れ
な

ら
海
に
沈
め
よ
う
、
そ
れ
が
漁
礁
と
な
り
栄
養

と
な
っ
て
海
の
畑
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と

い
う
発
想
を
特
許
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き

が
あ
り
ま
す
。

﹁
木
﹂
の
良
さ
を
伝
え
る
文
化
を
も
っ
と

内
地
材
、外
材
、ベ
ニ
ヤ
の
大
き
な
三
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
木
材
価
格
の
指
標
に
な
り
ま
す
。

価
格
の
推
移
表
を
眺
め
る
と
、
こ
れ
が
ほ
と
ん

ど
上
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
か
、
む
し
ろ
下
が

っ
て
い
る
。
ベ
イ
ツ
ガ
が
昭
和
47
年
頃
で
立
米

５
～
６
万
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
が
、
今
じ
ゃ
３
万

ぐ
ら
い
か
な
。
外
材
に
足
を
引
っ
張
ら
れ
て
内

地
材
の
価
格
も
上
が
ら
な
い
。
一
部
の
ブ
ラ
ン

ド
材
を
除
い
て
、
山
か
ら
伐
り
出
す
コ
ス
ト
、

製
材
の
コ
ス
ト
が
売
価
と
見
合
わ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
現
状
を
ど
う
す
る
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

時
代
を
目
前
に
し
て
、
林
野
行
政
は
こ
の
先
ど

う
し
て
い
く
の
か
正
念
場
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

大
切
な
こ
と
は
、
国
内
需
要
を
満
た
す
材
は

日
本
で
作
ら
な
く
ち
ゃ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

が
一
番
大
変
な
こ
と
で
す
。
住
宅
に
関
し
て
言

え
ば
、
日
本
で
は
な
ぜ
中
古
の
住
宅
が
売
れ
な

い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
土
地
は

売
買
さ
れ
る
の
に
、
そ
の
上
物
（
建
物
）
は
二

束
三
文
の
扱
い
で
壊
し
て
建
て
替
え
る
。
中
古

マ
ン
シ
ョ
ン
は
取
引
さ
れ
る
の
に
、
中
古
住
宅

瀧口木材株式会社　
〒136-0082　東京都江東区新木場1-2-17
TEL03-3521-4311 ／ FAX03-3521-4055
代表取締役社長　瀧口一郎氏
URL：http://takiguchimokuzai.main.jp/

︽
後
記
︾

瀧
口
社
長
の
ご
子
息
、
瀧
口
宇
一郎
さ
ん
に

も
お
話
の
場
に
同
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
前
は
防
災
総
合
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
瀧
口
木
材
㈱
の
経
理

部
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
瀧
口
木
材
㈱
の

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
は
「
お
た
め
し
木
材
ラ
イ
ブ
」

と
い
う
動
画
メ
ニュ
ー
が
あ
り
ま
す
。
木
材
に

関
心
を
持
つ
人
が
、
す
こ
し
で
も
新
木
場
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
作
ら

れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
在
庫
状
況
を
覗
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
新
木
場
の
材
木
屋
さ
ん
、
東

京
銘
木
協
同
組
合
さ
ん
と
提
携
し
て
、
宇
一

郎
さ
ん
が
つ
く
り
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ん

も
ご
覧
に
な
って
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

（
博
物
館
ス
タ
ッ
フ

長
谷
川
麻
紀
）

清水港木材産業協同組合の「木産五十年
史」。先代、瀧口弥三郎氏が、清水と東京と
を結んだ縁を思い出として綴っている

応接室で。ちょうどテレビ朝日「若大将のゆうゆう散歩」新木場編がオンエア中

瀧口社長と、長男の宇一郎氏。現在、経理部を担当
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第５回「木と合板」写真コンテスト

大 賞 『道の案内人』 原田久男 （埼玉県）
［講評］東山魁夷氏の名作「年来る」をイメージするような作品です。木道
の向こうにわずかに見える山小屋の光がなければ，単なる道の写真なのかも
しれませんが、この光があることで人のぬくもり感じることができ、写真を
より奥深いものにしています。

【一般の部】最優秀賞
『真夏のごちそう』 平野昌子 （神奈川県）
［講評］夏には浴衣とスイカがよく合い、特に手先に
涼しさを感じさせてくれる作品です。

『都会のオアシス』　佐伯範夫 （島根県）
［講評］殺伐とした都会の風景の中に感じた木のぬくも
りが、腰かけている人とともに良く表現されています。

優秀賞 『心の窓』先崎直子 （東京都）
［講評］日本の建材とはまた少し違った使われ方をして
いますね。木製の窓枠に花が映えて、住民の心の温かさ
を感じさせてくれます。

最優秀賞

入賞作品のご紹介

【建材の部】

【建材の部】

優秀賞／特別審査員賞【一般の部】

『木影のいこい』　太田誠二 （新潟県）
［講評］夏の日中でしょうか。直射を避けて木陰に入っ
た人たちをさりげなくとらえています。フレーミング安
定していて、バランスの良い構図になっています。人物
がこちらを向いている人が一人もいないのですが、それ
がかえってひとときの空間を感じさせてくれます。人が
沢山いるのに、妙に静かな印象を受けるのはそのせいか
もしれませんね。

【フォト５･７･５の部】

最優秀賞

「やさしきか きのぬくもりは ともとゆく」

『ぬくもりの木道』　
門林泰志郎 （福島県）
［講評］太鼓を担いで歩くあどけない少女
達は、これから練習に行くのでしょうか。
木道と太鼓と少女のバランスがとても良
く、木のぬくもりが伝わってくるような作
品です。

優秀賞

「杭丸太 とんぼ時計が 時刻む」

『時はとまらず』
今野英人 （北海道）
［講評］赤とんぼがアキアカネだとすれば、
文字盤の径は 5cm 前後、したがって、杭
のような切株だと思います。いま長針と短
針が重なって午後５時 27 分を少し過ぎま
した。とんぼ時計は色も構図も面白い。

理事長特別賞

「神木に 揺れ飛ばされて 当たり年」

『御柱（おんばしら）』
吉田宏 （神奈川県） 
［講評］私も以前見学した事のある祭りで、
大変迫力のあるものでした。「木を祭るに
ふさわしい」と感動した記憶が蘇りました。
よく見ると丸太に携わっている人達の動き
が大変よく伝わってきます。

【フォト５･７･５の部】

【フォト５･７･５の部】

　第５回「木と合板」写真コンテスト（2013年８月31日締切）に、
全国から263点（一般の部127、建材の部68、フォト575の部68）の作
品のご応募をいただきました。コンテストは５回目を迎え、毎年応
募されるという方もおられ、応募者の皆さんの年齢、地域、テーマ
やモチーフなどもますます多彩さを加えるようになってきました。
　ご応募いただいた全作品は、新木場タワー１階エントランスギャ
ラリーに、2013年９月15日～ 10月10日までの約１カ月間展示され、
ギャラリーに訪れた一般の方々からの投票、さらにプロ巨樹カメラ
マン吉田繁氏を特別審査員にお迎えしての審査会を経て、受賞作品
が決まりました。限られた誌面ですが、受賞作品をご紹介します。
ご応募いただいた全ての皆さんには冊子「応募作品集」をお送りさ
せていただきました。
　今回ご応募いただいた皆さんに、あらためて御礼申し上げます。
ありがとうございました。次回にも益々の力作をご応募下さいます
ようお願い申し上げます。

《今回の募集部門と作品テーマ》
【一般の部】
「木」や「合板」を「いやし」「人生」「冒険」のいずれかのキーワード
でとらえ表現する。

【建材の部】
学校や市民ホールといった公共建築物や住宅などの建物、橋や門などの
建築物に使われている「木」や「合板」をとらえて表現する。

【フォト５・７・５の部】
「木」や「合板」をテーマに撮影した写真に、川柳をつけてセットで表
現する。

「第5回 木と合板 写真コンテスト」選考結果
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第
1
回
「
合
板
の
日
」記
念
式
典
か
ら

一
つ
、
西
舞
鶴
に
、
ロ
シ
ア
ラ
ー
チ
の
腐
っ
た
山
が
あ
る
。
案
内

す
る
。

林
一
男
社
長

一
つ
、
６
尺
小
径
ラ
ー
チ
用
レ
ー
ス
を
ま
か
せ
る
、
や
っ
て
み
よ

う
。

林
ベ
ニ
ヤ

寺
西
専
務

一
つ
、
ラ
ワ
ン
、
タ
ン
コ
ロ
芯
ま
で
剥
け
る
か
。
契
約
し
よ
う
。

浅
井
合
板
社
長

一
つ
、
男
鹿
に
工
場
を
建
て
る
。
ス
ギ
を
ま
ず
10
本
で
も
い
い
。

剥
い
て
み
よ
よ
う
。

秋
田
プ
ラ
イ

村
山
専
務

一
つ
、
剥
き
芯
を
ゼ
ロ
に
せ
よ
。

新
秋
木
工
業

佐
々
木
社
長

一
つ
、
セ
ン
ガ
ワ
ン
が
剥
け
る
っ
て
。
２
台
頼
む
。

石
巻
合
板

野
田
正
男
社
長

一
つ
、
ダ
グ
ラ
ス
フ
ァ
ー
剥
き
芯
は
も
っ
と
小
さ
く
な
ら
ん
か
。

ウ
ッ
ド
ワ
ン

中
本
会
長

一
つ
、
境
港
に
出
る
。
針
葉
樹
の
10
尺
で
ゆ
く
。
協
力
せ
よ
。

日
新

又
賀
清
一
会
長

一
つ
、道
材
カ
ラ
マ
ツ
で
、反
ら
な
い
合
板
を
作
る
。
協
力
せ
よ
。

丸
玉

大
越
社
長

一
つ
、
屋
根
の
滑
り
止
め
に
も
着
目
せ
よ
。

𠮷
田
繁
会
長

一
つ
、
君
が
歩
け
る
様
に
な
っ
た
ら
、
箱
根
で
会
お
う
。

セ
イ
ホ
ク
ベ
ニ
ヤ

井
上
博
会
長

こ
の
他
限
り
な
い
御
声
援
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
の
ノ
ー
ベ
ル
の
お
父
さ
ん
が
、
レ
ー
ス
で
針
葉
樹
単
板
を
造

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
イ
ギ
リ

ス
の
ヒ
ッ
グ
ス
氏
が
入
り
ま
し
た
。
小
柴
昌
俊
さ
ん
と
同
じ
よ
う

に
、
日
本
の
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
が
又
々
影
の
力
と
聞
い
て
い
ま
す
。

中
々
の
会
社
で
す
。
私
共
合
板
界
も
次
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
待

っ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
合
板
産
業
界
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
ま

す
。本

日
は
身
に
あ
ま
る
光
栄
を
あ
ら
た
め
て
有
難
く
感
謝
し
ま

す
。
私
に
と
っ
て
、
今
日
は
人
生
最
高
の
日
で
し
た
。
ま
だ
、
ボ

ケ
は
き
て
い
ま
せ
ん
。
ご
来
場
の
皆
様
、
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

長谷川克次氏の功績を紹介する
岡野健　木材・合板博物館館長 受賞者挨拶を行う長谷川克次氏

左から長谷川克次氏、𠮷田繁　ＮＰＯ法人木材・合板博物館理事長、井
上篤博日本工業組合連合会会長

浅野吉次郎氏のご親族の方 （々右）と歓談さ
れる長谷川氏。中央は井上篤博日合連会長

昨
年
11
月
５
日
、
第
１
回
「
合
板
の
日
」
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
合
板
工
業
へ
多
大
な
貢
献
を
し
た
人
に

贈
ら
れ
る
「
合
板
の
日
」
林
野
庁
長
官
表
彰
に
、
㈱
名
南

製
作
所
の
長
谷
川
克
次
取
締
役
相
談
役
が
輝
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
岡
野
健
木
材
・
合
板
博
物
館
長
に
よ
る
長

谷
川
氏
の
功
績
紹
介
に
続
き
、
林
野
庁
長
官
表
彰
、
合
板

の
日
実
行
委
員
会
よ
り
感
謝
状
、
副
賞
授
与
が
あ
り
、
こ

れ
を
受
け
て
長
谷
川
克
次
氏
に
よ
る
受
賞
者
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
以
下
に
、
ご
紹
介
し
ま
す
。（
文
中
見
出
し
は

本
誌
編
集
委
員
会
に
よ
り
ま
す
）

只
今
ご
紹
介
戴
き
ま
し
た
、
名
南
製
作
所
の
長
谷
川
克
次
で
す
。

ご
覧
の
と
お
り
の
86
歳
の
老
人
で
あ
り
ま
す
。
吉
報
を
戴
き
、

嬉
し
く
て
、
腰
痛
を
押
え
、
や
っ
と
の
思
い
で
名
古
屋
か
ら
出
て

参
り
ま
し
た
。
こ
の
映
え
あ
る
壇
上
か
ら
、
失
礼
が
多
々
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
お
赦
し
下
さ
い
。

今
日
、「
合
板
の
日
」
は
、
日
本
で
初
め
て
合
板
を
作
っ
た
意

義
あ
る
日
と
言
わ
れ
、
合
板
に
生
涯
を
か
け
た
男
の
一
人
と
し
て
、

一
日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
驚
く
こ
と
に
、

私
如
き
老
骨
に
、
雲
上
の
林
野
庁
長
官
殿
か
ら
亦
と
無
き
栄
誉
の

表
彰
を
戴
き
、
無
上
の
光
栄
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
浅
野
吉
次
郎
さ
ん
は
、
日
本
で
の
合
板
の
創

始
者
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
社
会
的
人
脈
か
ら
す
る
と
、
私
は
浅

野
さ
ん
の
孫
に
当
た
る
ん
で
す
。
大
正
の
中
頃
で
す
か
、
浅
野
木

工
所
を
退
職
さ
れ
て
、
今
の
太
平
製
作
所
を
立
て
た
の
は
、
随
筆

家
で
も
あ
る
故
田
中
均
一
郎
さ
ん
で
す
。
そ
し
て
、
戦
後
の
焼
野

原
で
呆
然
と
し
て
い
る
私
を
拾
っ
て
く
れ
た
の
は
、
そ
の
田
中
社

長
で
し
た
。「
風
た
ち
ぬ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
飛
行
機
へ
の

若
き
夢
も
破
れ
、
無
念
の
空
を
仰
い
で
い
た
私
は
、
太
平
製
作
所

の
庭
に
植
わ
っ
た
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
幹
を
ナ
イ
フ
で
削
り
、
そ
の
屑

に
フ
エ
キ
糊
を
塗
り
、
机
の
脚
で
プ
レ
ス
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
合

板
な
ん
だ
と
自
分
を
納
得
さ
せ
、
販
売
課
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。

こ
う
と
決
め
た
ら
融
通
が
効
か
な
く
、
納
め
た
新
型
レ
ー
ス
の
調

子
が
判
ら
な
い
ま
ま
、
新
品
の
背
広
を
油
ま
み
れ
に
し
て
集
金
し

た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

「
だ
っ
て
お
前
、
機
械
科
出
だ
ろ
！
」
と
周
り
か
ら
押
し
付
け

ら
れ
苦
境
に
た
ち
ま
し
た
。
だ
が
、
田
中
社
長
は
見
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。「
人
は
血
脈
だ
け
で
は
親
子
で
は
な
い
！
」
と
後
に
思

い
知
り
ま
す
。
名
古
屋
の
南
部
に
太
平
製
作
所
は
在
り
ま
し
た
。

そ
の
工
場
の
目
の
前
で
立
ち
上
げ
た
私
ど
も
名
南
製
作
所
は
、
当

然
何
等
か
の
マ
イ
ナ
ス
を
覚
悟
し
て
お
り
ま
し
た
。
小
さ
な
ト
ラ

ブ
ル
は
続
き
ま
し
た
が
、
経
営
的
に
は
母
親
の
膝
に
い
る
感
じ
で

し
た
。
当
然
、
子
ど
も
は
そ
の
状
態
を
認
識
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。

佛
で
あ
る
べ
き
親
は
代
償
を
求
め
ま
せ
ん
。
す
く
す
く
と
は
伸
び

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
振
り
返
る
と
、
あ
の
経
営
の
「
軽
さ
」
は
な

ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
疑
問
は
続
い
て
い
ま
し
た
。
後
ろ
に
佛

を
感
じ
た
ん
で
す
。

最
近
、
田
中
さ
ん
の
遺
作
の
中
か
ら
俳
句
集
を
と
り
あ
げ
る
機

会
が
あ
り
、飛
び
上
が
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
が「
陀
々
子
」

と
い
う
号
の
俳
人
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ

か
吾
々
の
業
界
の
、
そ
れ
も
目
の
前
の
先
輩
に
、
一
茶
や
良
寛
が

い
る
と
は
、
人
物
は
広
が
り
よ
り
も
深
さ
だ
と
解
る
と
、
い
っ
ぺ

ん
に
廻
り
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
浅
野
吉
次
郎
さ
ん
も
、
そ
ん

な
お
方
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
、
銅
像
を
前
に
し
て
胸
が

熱
く
な
り
ま
す
。

後
々
で
す
が
、
田
中
さ
ん
亡
き
跡
の
太
平
製
作
所
は
一
時
苦
境

に
陥
っ
た
と
き
、「
ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
を
横
に
し
て
み
た
ら
」
と
助

言
し
ま
し
た
。
鶴
の
恩
返
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
と
し
て
自

然
の
行
為
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
縦
の
も
の
を
横
に
し
て
、
誰

が
売
る
ん
だ
」
と
、
太
平
社
内
が
騒
然
と
す
る
な
か
、「
や
っ
て

み
よ
う
よ
」
と
勇
敢
に
立
ち
上
が
っ
た
若
者
数
名
の
瞳
が
皆
光
っ

て
見
え
ま
し
た
が
、私
は
不
安
で
し
た
。
や
は
り「
持
っ
て
帰
れ
！
」

の
一
撃
は
西
北
の
牧
専
務
で
し
た
。
そ
し
て
激
怒
が
、
激
励
に
変

っ
て
、
よ
く
ぞ
と
思
わ
れ
る
難
関
を
通
り
越
え
見
事
に
成
功
さ
せ

ま
し
た
。
ア
コ
ー
デ
オ
ン
プ
レ
ス
は
合
板
の
針
葉
樹
転
換
の
重
要

案
件
と
思
わ
れ
、
今
日
の
良
き
日
は
彼
ら
に
こ
そ
と
、
肩
を
抱
き

た
く
な
り
ま
す
。

忘
れ
が
た
い
恩

■
長
谷
川
克
次

受
賞
者
挨
拶

崖
っ
ぷ
ち
か
ら
生
ま
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

さ
て
、
原
木
が
な
け
れ
ば
合
板
は
出
来
ま
せ
ん
。
戦
後
、
北
海

道
材
の
山
は
み
る
み
る
う
ち
に
ラ
ワ
ン
に
代
わ
り
ま
し
た
。
ラ
ワ

ン
は
無
限
に
思
え
、
世
界
で
無
類
の
良
材
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し

た
。
ユ
デ
ガ
エ
ル
で
は
な
い
か
？
と
気
づ
く
の
に
は
長
い
時
が
経

っ
た
よ
う
で
す
。
地
球
全
体
を
眺
め
て
い
た
ら
、
も
っ
と
早
く
に

気
付
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
割
れ
、
腐
れ
、
小
径
化
、
機
械
の

対
応
は
追
わ
れ
っ
放
し
に
な
り
ま
し
た
。
二
百
数
十
工
場
も
あ
っ

た
ん
で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ス
の
あ
と
は
延
々
と
続
く
カ
ー
ル

単
板
の
山
又
山
、
見
事
な
混
乱
は
延
々
と
続
き
皆
さ
ん
が
片
目
で

通
り
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
手
の
付
け
様
が
無
か
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
う
ち
妙
案
が
浮
か
ん
だ
り
、
消
え
た
り
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

そ
の
一
つ
に
ス
パ
イ
ク
の
駆
動
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
が
、
表
疵

の
１
点
で
こ
れ
も
消
え
た
ん
で
す
。
理
屈
は
Ｏ
Ｋ
で
し
た
が
感
情

が
許
し
ま
せ
ん
。
大
袈
裟
で
す
が
、
こ
こ
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

崖
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
。
何
か
を
捨
て
な
け
れ
ば
、
何
か
を

得
ら
れ
な
い
。
格
言
の
通
り
で
し
た
。
こ
の
古
い
諺
に
従
っ
た
の

で
す
。
疵
に
目
を
つ
ぶ
り
、
地
球
の
全
て
の
木
材
の
合
板
化
を
可

能
に
す
る
！
疵
の
大
小
は
無
限
に
考
え
ら
れ
る
。
外
周
駆
動
採
用

の
チ
ャ
ン
ス
は
今
だ
。
不
評
は
覚
悟
し
た
。
食
い
つ
い
て
み
よ
う
。

そ
の
決
断
は
一
瞬
の
ひ
ら
め
き
で
し
た
。「
サ
ン
ダ
ー
の
名
南
」

と
一
時
持
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
ふ
と
思
っ
た
の
で
す
。
勢
い

が
の
っ
た
西
北
さ
ん
に
、
な
ぜ
サ
ン
ダ
ー
が
入
っ
て
な
い
の
か
。

要
ら
な
い
こ
と
は
、
す
る
必
要
が
な
い
。
合
板
表
面
の
仕
上
が
り

も
、
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
選
択
を
越
え
て
い
る
。
思
い
込
み

は
止
め
て
み
よ
う
。
と
、
気
付
い
た
途
端
、
ア
イ
デ
ィ
ア
は
湯
水

の
よ
う
に
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
直
感
と
い
う
も

の
が
運
命
を
左
右
す
る
実
感
に
慄
然
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
決

断
と
同
時
に
当
社
の
誇
る
、
切
れ
味
鋭
い
技
術
陣
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
動
き
出
し
た
の
で
す
。

こ
こ
で
、
記
憶
に
あ
る
激
励
を
込
め
た
、
懐
か
し
い
お
言
葉
を

少
し
思
い
出
し
て
み
ま
す
。
順
不
同
で
不
敬
の
段
お
許
し
下
さ
い
。

懐
か
し
い
激
励
の
数
々




